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項目反応理論等のテスト分析の手法を用いた「保育士試験」の分析
～「保育士としての資質・専門性」の修得状況を評価するために～

Analysis of Nursery Teachers’ Examination Using Test Analysis Method 
of Item Response Theory etc.

（2021年３月31日受理）
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要　　　　　約

　保育士の専門的力量育成の必要性は現職のみならず養成段階においても高まってきている。保育士資格は修業年限２

年の単一資格で，幼稚園教諭一種，二種のような法定化された職階がなく国家試験もない。将来的に，一定の階層性を

導入するのであれば，短期大学と四年制大学との修業年限の違いによる「保育士としての資質・専門性」の修得状況を

評価し，短期大学と四年制大学の特徴を明確にして養成校間の役割を検討することが求められる。そこで，本研究では，

一般社団法人全国保育士養成協議会が毎年前期と後期の２回実施する保育士試験の中から平成30年度前期実施の「保育

原理」の問題を短期大学２年次生と四年制大学３年次生の学生を対象として実施した。実施したデータをS-P表や項目

分析などの方法を用いて分析するとともに，「保育原理」のテストに解答する能力を測定するのにふさわしい問題を項

目反応理論を用いて抽出した。そして，抽出した問題をもとにしたテスト試案の特徴を明らかした。更に，推定された

能力パラメタから，短期大学と四年制大学の学生の能力分布の特徴を指摘した。

１．研 究 の 目 的

　2017年３月に厚生労働省から出された「保育所保育指

針」には，「第５章　職員の資質向上」として，一章を

割いて保育所職員の専門性の向上について述べられてい

る１）。更に，同年12月に出された保育士養成課程等の検

討会による「保育士養成課程等の見直しについて（検討

の整理）」では，見直しの方向性の一つとして，「保育士

としての資質・専門性の向上」が挙げられ２），その後，

保育士養成のカリキュラムが変更された。このように，

保育士の専門的力量向上の必要性が高まってきている

が，これは現職のみならず養成段階においても同様なこ

とは言うまでもない。著者らは，保育所実習日誌の分析

を通して専門性を向上させる指導方略について検討を重

ね(佐々木ほか，2019)３），実践的知識の獲得を支援でき

るワークショップを試行(Sasaki，2020)４）することを

通して，保育士の専門性を向上するための実践研究を進

めてきた。

　ところで，保育士資格は修業年限２年の単一資格で，

幼稚園教諭一種，二種のような法定化された職階がなく，

国家試験もない。将来的に，一定の階層性を導入するの

であれば，短期大学と四年制大学との修業年限の違いに

よる「保育士としての資質・専門性」の修得状況を評価

し，短期大学と四年制大学の特徴を明確にして養成校間

の役割を検討することが求められる。

　そこで，本研究では，一般社団法人全国保育士養成協

議会が毎年前期と後期の２回実施する保育士試験をリ

ソースとして，項目反応理論等のテスト分析の手法を用
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いて分析することを通して，「保育士としての資質・専

門性」の修得状況を評価するためのスタンダードとして

のテスト試案を作成し，推定された能力特性値を基にし

て養成校の特徴を評価することを目的とする。

２．研 究 の 方 法

　保育士試験は，「保育原理」をはじめとして９つの領

域について筆記試験が行われている５)。ところで，「保

育所保育指針解説」には，保育士に求められる主要な知

識及び技術として①これからの社会に求められる資質を

踏まえながら，乳幼児期の子どもの発達に関する専門的

知識を基に子どもの育ちを見通し，一人一人の子どもの

発達を援助する知識及び技術，など６つが挙げられてい

る６)。これらの知識及び技術を「保育士としての資質・

専門性」であると捉え，保育士試験の受験者の能力が必

要とされる知識及び技術を満たしているかどうかを保育

士試験では測定していると本研究では仮定した。すなわ

ち，９つの領域において測定される能力が「保育士とし

ての資質・専門性」と捉えたのである。もちろん９つの

領域ごとにテストがあるので，それぞれで測定される能

力は異なることが推測される。そこで，平成30年度前期

に実施した保育士試験の問題から「保育原理」の領域を

選択し，そのテストに解答する能力が「保育士としての

資質・専門性」の一つと考え，その能力の測定する保育

士試験の問題について検討する。「保育原理」を選択し

たのは，保育の基礎・基本となる知識及び技術を修得す

る領域であり，出題される問題数は20問と多いのでテス

ト分析をするのにも適しているからである。また，平成

30年度前期のものを選んだのは，平成31年度実施の問題

は，一部を授業で用いていたため，それに次ぐ近年の問

題だからである。

　研究の手順としては，次のように進める。

 (１）平成30年度前期の保育士試験「保育原理」の問題

を，短期大学２年次生と四年制大学３年次生の学生

を対象として実施する。

（２）実施したデータをS-P表や項目分析などの方法を

用いて分析し，「保育原理」のテストに解答する能

力を測定するのにふさわしい問題を項目反応理論を

用いて抽出する。

（３）抽出した問題をもとにしたテスト試案の特徴を明

らかにする。

 (４）推定された能力特性値から，短期大学と四年制大

学の特徴を評価する。

３．研 究 の 内 容

（１）保育士試験「保育原理」の実施

　研究グループのメンバーが所属するＡ短期大学２年次

生，Ｂ四年制大学３年次生の学生を対象として実施し，

解答データをテスト分析の方法を用いて分析する。

・テスト実施時期：2020年12月～2021年１月

・対象：Ａ短期大学２年次生67名，Ｂ四年制大学４年次

生47名，合計114名 

・テスト内容：保育士試験平成30年度前期「保育原理」

20問

・方法：学生は５つの選択肢から正答１問を選択し，解

答用紙のマークシートの番号を塗りつぶす。マーク

シート解答用紙はスキャナーで読み取りコンピュータ

で処理を行う。

（２）テストの分析

① 得点分布

　テストの平均点は9.16(満点20)，標準偏差は2.41で

あった。階級別に度数と相対度数，累積相対度数をまと

めたのが表１である。また，図１にヒストグラムを描い

た。なお，折れ線グラフは累積相対度数である。

階級名 度数 相対度数 累積相対度数

0-1 0 0.0000 0.000

2-3 2 0.0175 0.018

4-5 6 0.0526 0.070
6-7 16 0.1404 0.211

8-9 39 0.3421 0.553
10-11 37 0.3246 0.877
12-13 10 0.0877 0.965
14-15 3 0.0263 0.991
16-17 1 0.0088 1.000
18-19 0 0.0000 1.000

20 0 0.0000 1.000
合計 114

表１　度数分布表
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② S-P表による分析

　「保育原理」のテスト20項目について，正答には得点

１を与え，誤答には得点０を与えて得た114人の学生の

項目得点を集めて，114人×20問の項目得点表を作成し

た。学生の解答には，空白（当該解答欄の番号をいずれ

も塗りつぶしていないもの）や複数選択（複数の番号を

塗りつぶしている）が少数あったが，これらは誤答とし

て得点０を与えた。

　正答数の高い順に，項目・学生を並び替え，S曲線（実

線），P曲線（破線）を示したのが表２である。項目の注

意係数が0.75以上あると特に注意しなければならない。

注意係数が1.07と最も高い問５について，問題文と項目

分析表を次に示す。

　問５の正答率は4.4％であった。正答は解答番号３で

ある。平成20年告示の保育所保育指針からの出題であり，

テスト対象となった学生は平成28年告示のもので授業を

受けていたため誤答が多かったとも考えられる。しかし，

平成28年告示の保育所保育指針でも，「情緒の安定」の

内容は変わっていない。同様に，注意係数が問５の次に

大きい問２についても，保育所保育指針の記述内容を問

う問題であり，学生は保育所保育指針の具体的な記述に

十分に注意を払っていなかったと考えられる。

③ 項目反応理論による分析

　項目反応理論を用いた分析には，フリーソフトである

EasyEstimationを用いた７)。今回得られたテストデータ

をもとに，20項目全てを用いて一次元性の確認を行った

ところ，固有値が1.0以上ある因子が９個抽出された。

一次元性の確認では，「保育原理」解答データを用いたが，

その問題を解答する能力には多くの因子が潜んでいるこ

とが考えられる。項目反応理論では，対象となる項目群

が一次元，すなわち一種類だけの能力特性値θを測定し

ていることを前提としているため，因子が一つになるよ

うに適切でない項目を取り除く必要がある。そこで，各

項目の点双列相関係数が小さい項目から順に取り除いて

抽出される因子数を確認していったところ，点双列相関

係数が0.30未満の項目を除外し，0.30以上の9項目だけ

で算出したところ，第１固有値の値が2.8で，以下，1.41，

1.32，0.97…と減少していった。これらの値をプロット

したスクリープロットを図２に示す。因子分析と同様に

解釈してみると，固有値の値が1.0を下回るのは４番目

からであるが，第１固有値から第２固有値にかけて特に

大きく減少し，以降は比較的なだらかな減少となってい

ることから，この場合は，１因子，すなわち一次元性が

ほぼ成立していると考える。この時除外せずに残した項

目とは，問３，４，６，８，10，12，15，19，20の９問であっ

た。先に指摘した注意係数が0.75以上であった問２，５，

９，11，13は除外されている。この９問をテスト試案と

して３パラメタロジスティックモデルにより各値を推定

した。３パラメターモデルを選択したのは，５つの選択

肢から正解を一つ解答する形式のため，当て推量により

正答を選ぶ可能性があるためである。

図１　ヒストグラム

表３　問５の項目分析表

解答番号 1 2 3 4 5 無答 複数選択 合計
上位(32人) 20 4 1 5 2 0 0 32
中位(42人) 23 7 2 9 1 0 0 42
下位(40人) 17 10 2 8 3 0 0 40

60 21 5 22 6 0 0 114
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表２　S-P表

問題番号 10 15 8 20 6 1 19 4 3 9 7 16 12 17 14 11 2 13 18 5 計 % Blank c.s
****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 17 85 0 0.13

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 14 70 0 0.14

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 14 70 0 0.57

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 14 70 0 0.26

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 13 65 0 0.00

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 13 65 0 0.00

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 13 65 0 0.37

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 13 65 0 0.25

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 12 60 0 0.10

****** 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 12 60 0 0.35

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 12 60 0 0.34

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 12 60 0 0.06

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 12 60 0 0.12

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 12 60 0 0.44

****** 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.13

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 11 55 0 0.20

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.15

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.09

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.02

****** 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 11 55 0 0.26

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 11 55 0 0.25

****** 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 11 55 0 0.33

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.02

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 11 55 0 0.32

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 11 55 0 0.32

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 11 55 0 0.52

****** 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 11 55 0 0.62

****** 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 11 55 0 0.39

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.11

****** 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 11 55 0 0.18

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 11 55 0 0.49

****** 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 11 55 0 0.37

****** 0 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 10 50 0 0.55

****** 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 10 50 0 0.48

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 10 50 0 0.27

****** 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 50 0 0.30

****** 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 10 50 0 0.46

****** 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 10 50 0 0.60

****** 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 10 50 0 0.27

****** 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 10 50 0 0.40

****** 0 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 10 50 0 0.36

****** 1 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 10 50 0 0.77

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 50 0 0.14

****** 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 10 50 0 0.49

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10 50 0 0.17

****** 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 10 50 0 0.66

****** 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 10 50 0 0.47

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 10 50 0 0.31

****** 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 10 50 0 0.36

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 50 0 0.00

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 10 50 0 0.20

****** 1 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 9 45 0 0.69

****** 1 1 1 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 9 45 0 0.30

****** 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.14

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 9 45 0 0.15

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.03

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.02

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 9 45 0 0.16

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.03

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 9 45 0 0.23

****** 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 9 45 0 0.47

****** 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.20

****** 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.07

****** 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.27

****** 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 9 45 0 0.50

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.18

****** 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.29

****** 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 9 45 0 0.41

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 9 45 0 0.23

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.02

****** 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.26

****** 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 9 45 0 0.24

****** 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 9 45 0 0.81

****** 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 9 45 0 0.35

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.09

****** 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.27

****** 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 8 40 0 0.39

****** 1 1 1 b 1 1 b 1 0 1 0 0 0 b 0 0 1 0 b 0 8 40 4 0.37

****** 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 8 40 0 0.77

****** 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.02

****** 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.00

****** 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 8 40 0 0.65

****** 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 8 40 0 0.43

****** 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 8 40 0 0.24

****** 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.18

****** 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.28

****** 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 8 40 0 0.48

****** 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 40 0 0.30

****** 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 40 0 0.24

****** 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 8 40 0 0.49

****** 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 7 35 0 0.73

****** 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 7 35 0 0.21

****** 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 7 35 0 0.52

****** 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 7 35 0 0.83

****** 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 7 35 0 0.56

****** 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 35 0 0.25

****** 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7 35 0 0.45

****** 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 7 35 0 0.60

****** 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 35 0 0.13

****** 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 7 35 0 0.21

****** 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 30 0 0.39

****** 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 6 30 0 0.39

****** 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 30 0 0.43

****** 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 30 0 0.25

****** 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 6 30 0 0.70

****** 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 30 0 0.41

****** 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 25 0 0.23

****** 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 5 25 0 1.09

****** 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 5 25 0 1.15

****** 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 20 0 0.34

****** 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 20 0 0.25

****** 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 20 0 0.11

****** 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 3 15 0 1.36

****** 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 10 0 0.34

98 98 97 95 82 75 70 57 56 53 52 52 37 28 22 19 18 18 12 5 1044

% 86.0 86.0 85.1 83.3 71.9 65.8 61.4 50.0 49.1 46.5 45.6 45.6 32.5 24.6 19.3 16.7 15.8 15.8 10.5 4.4 45.8

c.p 0.29 0.46 0.44 0.46 0.47 0.66 0.50 0.49 0.58 0.79 0.64 0.36 0.49 0.74 0.59 0.78 0.85 0.80 0.49 1.07
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　３パラメタロジスティックモデルにより識別力パラメ

タ，困難度パラメタ，当て推量パラメタを求めたが，そ

の中から，識別力パラメタの最も大きい項目と最も小さ

い項目，困難度パラメタの最も大きい項目と最も小さい

項目について次に示す。

　ア．識別力パラメタの最も大きい項目（問10）

　正答率：86.0％　識別力：4.05　困難度：-1.03　当

て推量：0.19　正答：３

　能力特性値が－２～０辺りの能力の識別をするのに優

れている問であると言える。困難度が低いので正答率が

高くなっている。

　イ．識別力パラメタの最も小さい項目（問３）

　正答率：49.0％　識別力：0.47　困難度：-1.28　当

て推量：0.20　正答：２

図２　スクリープロット

図３　問10の項目特性曲線
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　正答率はほぼ50％で，能力特性値を識別する範囲が広

い。識別力が小さい問に数多く解答させることで能力特

性を推定しやすくなる。

　ウ．困難度パラメタの最も大きい項目（問12）

　正答率：32.0％　識別力：0.88　困難度：2.36　当て

推量：0.21　正答：４

　識別力が比較的高く，正答率も約３分の１である。能

力特性値が１以上に適しており，高い能力を識別するの

に適した問である。

　エ．困難度パラメタの最も小さい項目（問20）

　正答率：83.0％　識別力：0.87　困難度：-1.75　当

て推量：0.20　正答：２

図４　問３の項目特性曲線

図５　問12の項目特性曲線
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　正答率は83％と最も高い。問題文をよく読めば正答で

きる問であると考えられる。ただし，能力特性値が低い

方では，正答確率は低下している。

（３）テスト試案の特徴

① パラメタ推定値の分布

　図７にパラメタ推定値である識別力×困難度の散布図

を示す。

　この図から，困難度が低い項目が多いことが分かる。

また，識別力の高い項目10は困難度が低く，先にも示し

た通り正答率も高くなっている。識別力が高く，かつ困

難度も高い項目が必要となる。

② テストの特性

　図８にテスト特性曲線を示す。

　能力特性値が平均レベル（θ=0）付近では，期待正答

数が６～７問程度となっている。全項目数が９問なので，

期待正答率で表すと，７～９割という高い値となる。能

力特性値が０より高くなってもあまり期待正答数は変化

しないことが分かる。これとは逆に－２＜θ＜０の範囲

では，能力特性値が大きくなるにつれて比較的急に期待

正答数が増えることも分かる。

③ テストの情報

図６　問20の項目特性曲線

図７　パラメタ推定値の散布図

図８　テストの特性曲線

図９　テスト情報曲線
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～ -0.4が少なくなっている。「保育原理」のテストに解

答する能力については，比較的能力の高い学生が存在す

ることになる。一方，図11から，Ｂ四年制大学では，能

力特性値の高い0.8～1.2が多いが，同様に能力特性値が

0以下の-1.2～ -0.4も多くなっている。能力特性値が高

い群があるのは，３年次生なので来年の採用試験に向け

て勉強をしている学生であると考えられる。「保育原理」

のテストで測定する能力についてだけではあるが，この

ように推定された能力特性値によって養成校の特徴を比

較することができる。

４．研 究 の 成 果

（１）平成30年度前期の保育士試験「保育原理」の問題

を，短期大学２年次生と四年制大学３年次生の学生

を対象として実施し，項目反応理論などのテスト分

析の方法によって分析し，適切な項目を抽出し，テ

スト試案を作成した。

（２）テスト試案の項目に該当するデータを３パラメタ

ロジスティックモデルを用いて各パラメタを推定

し，テスト試案の特徴を明らかにした。

（３）「保育原理」のテストに解答する能力について，

推定された能力特性値から，短期大学と四年制大学

の特徴の評価を行った。

謝辞：本研究の一部は，2020年度の全国保育士養成協議

会ブロック研究助成を受けている
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